
1

URL：http://www.chiba-pt.org/　　　　県士会ニュース代表メールアドレス：beekun.sai@gmail.com

◆ニュース原稿〆切◆
No.229  ８月号（７月下旬～８月上旬着）　〆切  ６月20日
No.230  10月号（９月下旬～10月上旬着）　〆切  ８月20日
No.231  12月号（11月下旬～12月上旬着）　〆切  10月20日

No.232  ２月号（１月下旬～２月上旬着）　〆切  12月20日
No.233  ４月号（３月下旬～４月上旬着）　〆切  ２月20日
No.234  ６月号（５月下旬～６月上旬着）　〆切  ４月20日

一般社団法人　千葉県理学療法士会
NEWS

2023年６月
第228号

• もくじ  •
報　告･･･････････････････････････････････････････････････････････････････  2
各部局士会活動案内・報告･････････････････････････････････････  3
お知らせ･･･････････････････････････････････････････････････････････････  7
INFORMATION････････････････････････････････････････････････････  8
編集後記･･･････････････････････････････････････････････････････････････  9
• •



報　告

▪新年度を迎えて

一般社団法人　千葉県理学療法士会 

会長　田　中　康　之

本稿執筆時は４月の新年度。現状の中で新年度に向
けて思うことを少々……。
目の前の大きな変化
１ ）新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づ

けが、私が本稿の執筆時の「２類相当」から「５
類」への移行。

２）令和６年度のトリプル改訂。
３ ）各種報酬の改定だけではなく、千葉県保健医療計

画、千葉県障害者計画の改定。さらには市町村の介
護保険事業計画の改定。

４ ）自らの足元を見ると昨年度は JPTA（日本理学療
法士協会：以下 協会）の理事選挙、４月には協会
長選挙があり、斉藤秀之協会長が再選されました
が、大きな変化の兆しがチラリホラリ。何より加入
率の低迷。

５ ）当士会も昨年度役員選挙があり６月末の総会を機
に体制に変化があるでしょう。

６ ）世界に目を向けると、AI、何と言ってもChat GPT
７ ）ウクライナとロシアの紛争に加え、スーダンの内

戦、報道で取り上げられることがすっかり減ったト
ルコ・シリアの震災。
私の拙い脳味噌でも、ざっとこれだけの変化が思い

つく。

今や10年一昔という言葉は完全に死語と化し、１か
月一昔、いや既に１週間一昔なのかもしれない。長期
的な計画（例えば10年後を目指した計画）が意味を成
すのか判断が難しい。計画完成日から見直しの継続に
なるかもしれない。果たしてこの変化に社会の構造体
である人間は、耐え得るのだろうか。

変化は着いていくものではなく、流れに乗るだけで
もない。しかし、先走りしすぎて、気づくと一人だけ
全く違う方向で取り残されるのもマズイ。

大切なのは、その流れの方向や拡がりをコントロー
ルできるような身の置き場所を判断し、身を置くこ
と。もしかしたら大きな岩と化し流れを止め、別の流
れを作ることなのかもしれない。それを自分の「力」
から判断すること。職能団体としても同じことを考え
る日々。

しかし、その中でも変化をせず礎となるものがある。
理学療法士としての専門性、対象とする人の命そし

てその暮らし。ここは変わらない。我々は制度や表面
の流動性に振り回されることなく、大切にすべき礎を
見定めていく必要がある。そのことが変化の流れに飲
み込まれて瓦礫にならない基本だと思う。

そのためにも、会員の皆さん！学び・話をしましょ
う。もう許される時期だと思う。

そして、県士会は皆さんからの声を聴き職能団体と
して、今後の変化に耐え得るための礎づくりの１年に
なると思います。是非、自分事として県士会に話を聞
かせてください。よろしくお願いいたします。
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各部局士会活動案内・報告

▪学術局報告

学術局　局長　藤　井　　　顕

会員の皆様におかれましては、日頃より県士会活動へ
のご理解とご協力をいただき、誠に感謝申し上げます。

2022年４月から、新生涯学習制度が開始となり登録
理学療法士の取得や更新に向け、会員の所属施設等で
開催される症例検討会や研修会の開催が望まれていま
す。県士会ホームページに掲載しております県士会
承認要件をご確認の上、是非とも日頃の研修に、ご
活用ください。

【�会員所属施設主催の症例検討会と更新研修
会の申請について】

学術局　局次長　小　林　好　信

千葉県士会では、生涯学習制度の会員への周知を図
るとともに、会員所属施設主催の症例検討会と更新研
修会の開催を推進していくことを考えています。会員
所属施設主催の症例検討会と更新研修会を開催するに
は、登録理学療法士の会員が協会マイページより申請
を行い、県士会の承認を受ける必要があります。協会
と県士会独自の開催要件がございますので、申請前に
協会から提供されているマニュアルに記載のある開催
要件と県士会HPの承認要件を必ずご確認ください。
この症例検討会と更新研修会は、基本的に会員所属施
設や近隣地域（同一ブロック内）での開催を想定して
おり、広く参加者を募るような形式の研修会ではござ
いませんので、ご承知おきください。

【2023年度の更新研修会】

学術局　企画運営部　部長　室　井　大　佑

昨年度に引き続き、更新研修会の企画・運営を担当
いたします。今年度は、各ブロックと連携を取り、よ
り多くの会員がスムーズに登録理学療法士の取得・更
新をするための基盤づくりをしていきたいと考えてお
ります。2023年度において、登録または、認定・専門
理学療法士の更新研修会（WEB開催）を７回実施す
る予定です。詳細に関しては、千葉県理学療法士会
ホームページをご参照ください。８月28・29日に開催

される学術局主催の更新研修会では、新生涯学習制度
を理解しつつ、学校教育や臨床教育について参加者の
方々と一緒に考える機会を設けたいと思っています。
県士会主催の更新研修会では、効率的なポイント取得
のために、90分２コマで計３ポイントを取得するとい
うルールとしていますので、ご理解のほどよろしくお
願いいたします。

【研究支援セミナーについて】

研究支援委員会　委員長　高　杉　　　潤

臨床と研究は車の両輪であり、臨床の疑問を解決す
るために研究は重要です。しかしながら、研究につい
て学ぶ・教わる機会はあまり多くないのが実情です。
そこで研究支援委員会では、県士会員の皆様の研究活
動に役立つセミナーを企画しています。今年度は、大
学院（進学）に関する座談会を皮切りに、PTの臨床
力を高める研究法入門、タイムマネジメントのコツ、
抄録作成やプレゼンテーションの極意などのセミナー
を開催していく予定です。県士会のホームページ等を
適宜ご確認いただき、是非ご参加ください。

▪第29回千葉県理学療法学術大会関連報告①

広報局長　纐　纈　琢　磨

第29回千葉県理学療法学術大会

■テ ー マ：点から線へ　～存在の再確認～
■会　　期：2024年３月３日（日）
■会　　場：国際医療福祉大学　成田キャンパス
■大 会 長： 宮内　　守  

（イムス佐原リハビリテーション病院）
■準備委員長：横谷　浩士（国保旭中央病院）
■開催方式： ハイブリッド開催（対面発表・リモート

発表・オンデマンド配信予定）
■基調講演： 「（仮）リハビリテーションの真意」  

吉尾　雅春 氏  
（千里リハビリテーション病院副院長）
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●大会長挨拶

第29回千葉県理学療法学術大会
大会長　宮　内　　　守

（イムス佐原リハビリテーション病院）

去る３月５日に第28回千葉県理学療法学術大会が城
西国際大学にて行われました。コロナ禍の影響を受け
たことでWEBでの開催が続く中、対面式開催に踏み
切り、さらに単位取得を実現するためにオンデマンド
視聴や連動企画研修会も組み込んでの大会でありまし
た。結果、対面参加者428名、オンデマンド配信412名
合計840名の参加者を数えました。松田徹大会長はじ
め準備委員の皆様のご尽力の賜であると思います。本
当にありがとうございました。

さて、次回第29回千葉県理学療法学術大会は、当香
取海匝ブロックが準備を仰せつかり、来年３月３日、
国際医療福祉大学成田キャンパスでの開催に向けて準
備を始めております。テーマは「点から線へ」サブタ
イトルとして「存在の再確認」を掲げさせていただき
ました。リハビリテーションの到達点は身体機能回復
に自立が上乗せされ、さらに周囲から信頼を得ること
による「存在の獲得」であり、そこに至るまでの道の
りは決して容易ではないと思います。その長い道のり
を支援するには私たち個々の力だけでは及ばず、多く
の仲間の連携があってようやく成しえるものではない
かと思っております。

テーマである「点から線へ」は、すなわち繋がりで
あり連携です。「最新情報や技術を分かち合う横の繋
がり」「リハビリテーション当事者を引き継ぐ縦の繋
がり」これらの繋がりが本物になることで、そこに真
の役割分担が発生し、個人の役割が明確になります。
この役割を全うすることで、今度は私たちの「存在」
が放たれると思います。

私達はこのような世界に既に入っており、多くの
方々のリハビリテーション支援を実践しております。
ここでもう一度、情報交換の重要さと、連携の優位性

を再確認していただき、「点から線へ」を意識してい
ただけたらと思っております。

基調講演も千里リハビリテーション病院副院長の
吉尾雅春先生をお招きして、リハビリテーションの真
意について講演をいただく予定です。研究・臨床・生
活期支援を経験されている先生でありますから、様々
な体験談を交えながら、私達の支援内容についてアド
バイスやヒントをくださると思います。

また、第28回大会で実施されました対面発表とオン
デマンド動画視聴を引き継ぐとともに、リモート発表
も加えることで、より多くの方々に参加・発表の機会
を作ろうと企画しております。

皆様の奮ってのご参加を、準備委員一同お待ちして
おります。

▪一般社団法人千葉県理学療法士会

●令和５年度　第１回理事会　議事録

日　時：令和５年４月14日（金）19時00分～21時10分
場　所：WEB会議
出席者：〈理　事〉 田中康之、薄　直宏、竹内弥彦 

高橋　聡、児玉美香、藤井　顕 
小川明宏、高杉　潤、桑江　豊 
松田　徹、山岡郁子、中村亮太 
三和真人、外口徳章、小林好信 
松川基宏、渡辺政基

〈監　事〉宮前信彦、吉田久雄、西山晴彦
〈委任状〉藤川孝彦、榎尾英之
〈欠　席〉草木雄二、森田悠介、西田裕介
〈委員長〉内村　元
〈事務局〉奥村龍之
〈書　記〉菊池俊明

１　報告

１）会長報告

３月10日（前理事会終了後）から本日までの行動
概要について報告された。
２）三役局長会議報告

三役局長会議は４月10日に開催され、議案調整等
について報告された。

県士会活動におけるLINE公式アカウントの使用
について、部局、委員会、ブロック、PT協会での
運用等について調査中であること、その調査結果を
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もとに、今後は情報提供在り方検討部会と事務局で
運用を検討することが報告された。

５月８日以降の研修会等を、各自の自己責任のも
と対面開催で行うことについて、賛成多数にて承認
された。今後、参加に際しての承諾書を残すかどう
かについて再検討する。

県士会50周年を機に名誉会員を創設することにつ
いて検討され、賛成多数にて承認された。
３�）学術誌「理学療法の科学と研究」のJ-STAGE掲

載について

県士会発行の学術誌「理学療法の科学と研究」が
J-STAGEへ掲載された旨が報告された。

４�）在宅医療・介護支援部主催　持ち上げないケア研

修会の開催について

第１回を2023年６月頃開催予定で、以降は不定期
で2023年度中に第４回まで開催すること。

併せて、会場は第１回はWEBオンラインライブ
開催し、以降は内容によってオンラインもしくは対
面開催を都度検討することについて報告された。
５）第28回千葉県理学療法学術大会の開催報告

対面学会、オンデマンド配信ともに終了し、盛会
のうちに大会を終了したことを報告された。

【参加者数】 対面参加：428名  
オンデマンド配信：412名  
合計：840名

【収支報告】
収入： 8,700,000円（予算）＋2,800,000円（参加登

録費）＋88,448円（利息、雑収入）
支出： 8,114,815円（うち㈱プロコムインターナショ

ナル委託費：5,309,941円）
未執行分：3,473,633円（士会に返金）

６�）第29回千葉県理学療法学術大会の開催日程およ

び準備委員会について

・日　　　時：2024年３月３日（日）
・準備委員会

大　会　長：宮内　　守
 （イムス佐原リハビリテーション病院）
準備委員長：横谷　浩士（国保旭中央病院）
事 務 局 長：山岡　郁子
 （藤リハビリテーション学院）
学 術 局 長：菅谷　繁喜
 （すこやかリハビリケアセンター）
運 営 局 長：松原　真紀（九十九里ホーム病院）

広 報 局 長：纐纈　琢磨
 （小見川あすなろクリニック）
相　談　役： 西田　裕介（国際医療福祉大学）  

小林　好信（千葉医療福祉専門学校） 
竹内　弥彦（城西国際大学）

７）BCPセミナー開催について

会員向けにBCP策定のツールや具体例を紹介し、
自施設のBCPを策定するきっかけとすること、併
せて、日程は６月29日18：30～20：00に実施するこ
とを報告された。

２　協議事項

１）ブロック運用規定について

ブロック運用規定案について、メールにて共有し
たのち、１週間程度で意見を収集することが確認さ
れた。

３　審議事項

１�）千葉県理学療法士・作業療法士・言語聴覚士連携

推進会議規約　改定（案）について

以下の規約改定（案）について審議され、賛成多
数にて承認された。
千葉県理学療法士・作業療法士・言語聴覚士連携推
進会議規約　改定案
改定案　現行
第５章　役員等

（役員の設置）第21条
本会議に次の役員を置く。

（１）理事　各団体３名以上５名以内
（２）監事３名以内
（３）理事のうち、１名を会長、２名を副会長とする。
（４ ）前項の会長をもって代表理事とし、副会長を

もって業務執行理事とする。
（役員の選任）第22条
理事及び監事は、各団体からの推薦を受け総会の決
議によって選任する。
会長及び副会長は、理事会の決議によって理事の中
から選定する。

（顧問及び相談役）第28条
（１ ）本会議に、任意の機関として、顧問及び相談

役を置くことができる。
（２）顧問及び相談役は、次の職務を行う。
　～後略～　（理事及び役員、顧問）
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第５条　本会議に、次の役員を置く。
（１ ）理事　構成団体より選任し各団体５名以内、

合計15名以内
（２）監事　各構成団体より１名
（３）顧問　１～２名
２　理事のうち１名を会長、３名を副会長とする。
３　会長は理事の互選とする。
４　副会長は構成団体の会長を充てることとする。
５ 　役員の任期は２年とする。ただし、再選は妨げ

ない。
６　会長は、本会を統括する。
７ 　会長が任務を遂行できないときは、副会長がそ

の職務を代行する。

２）令和５年度理事会・総会日程について

　理事会日程（今期、総会前までの理事会日程）に
ついて、以下のとおり承認された。
第１回４月14日（金）19時～WEBにて
第２回５月12日（金）19時～WEBにて
第３回６月９日（金）19時～WEBにて
第４回６月25日（日）９時～対面にて千葉保健医療
大学幕張キャンパス
３）令和５年度予算（案）について

　令和５年度予算（案）について、賛成多数にて承
認された。

次回、令和５年度第２回理事会
日時：令和５年５月12日（金）
会場：WEB会議
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お知らせ

▪選挙管理委員会より
●第４回一般社団法人千葉県理学療法士会
代議員選挙　結果告示

令和５年４月15日

選挙管理委員会　委員長　内　村　　　元

令和４年11月10日立候補締め切りました。一般社団
法人千葉県理学療法士会第４回千葉県理学療法士会代
議員選挙において、40名が立候補し無投票での当選と
なりました。定数未満のため、千葉県理学療法士会理
事会へ推薦代議員の選出を依頼し３月31日に36名の推
薦代議員が承認されました。立候補者及び理事会推薦
者を合わせ下記会員の皆様の当選となりました。

しかし、立候補された会員の１名が千葉県士会から
転出されたため立候補者は39名となりました。立候補
者及び理事会推薦者は以下の会員の方々となります。

立候補者（39名、立候補受付順）

木部　敬洋（ふるもと整形外科）、清水　寛貴（五井病
院）、江戸　優裕（千葉県立保健医療大学健康科学部）、
米澤　卓（介護老人保健施設 船橋うぐいす園）、金子　
達哉（柏たなか病院）、佐伯　考一（亀田総合病院）、
小西　信子（国立がん研究センター東病院）、福元　浩
二（袖ヶ浦さつき台病院）、福田　大輝（介護老人保健
施設クレオ）、羽塲　勘道（けやきトータルクリニック）、
井上　靖悟（東京湾岸リハビリテーション病院）、藤田　
達也（介護老人保健施設おゆみの）、鈴木　竜佑（千葉
西総合病院）、宮崎　真泰（千葉西総合病院）、原田　
剛志（国立がん研究センター東病院）、斎藤　龍祐（亀
田ファミリークリニック館山）、後藤　研一（松戸整形
外科病院）、川井　誉清（松戸整形外科病院）、山中　
玄（千葉西総合病院）、三浦　創（船橋市立リハビリ
テーション病院）、福家　晶子（千葉西総合病院）、黒
川　諒（市川市こども発達センター）、松永　玄（東京
湾岸リハビリテーション病院）、藍場　祐輔（松戸リハ
ビリテーション病院）、星　圭介（けやきトータルクリ
ニック）、馬場　洋輔（新松戸むらた整形外科）、高梨　
晃（榎本整形外科）、三好　主晃（介護付有料老人ホー
ム 木更津真心生楽館）、大山　真吾（成田病院）、坂本　
和則（千葉大学医学部附属病院）、高橋　伸太郎（たて
やま整形外科クリニック）、菅澤　昌史（東京湾岸リハ

ビリテーション病院）、後藤　悠人（東京湾岸リハビリ
テーション病院）、原口　敬（松戸整形外科病院）、小
串　健志（新八千代病院）、今井　正太郎（千葉大学医
学部附属病院）、寺山　圭一郎（東邦大学医療センター
佐倉病院）、藤原　正之（千葉医療福祉専門学校）、稲
垣　武（千葉大学医学部附属病院）

理事会推薦代議員（36名、名簿順）

新生　悠人（みつわ台総合病院）、後藤　達也（千葉県
千葉リハビリテーションセンター）、太田　直樹（千葉
県千葉リハビリテーションセンター）、丸　晃典（医療
法人社団 響心会 稲毛駅前ホームクリニック）、保科　
憲幸（千葉みなとリハビリテーション病院）、樋口　大
介（おゆみの中央病院）、金光寺　康幸（みつわ台総合
病院）、橋本　典（おゆみの中央病院）、西林　悠樹（西
千葉整形外科）、斉藤　仁（船橋整形外科病院）、江連　
智史（船橋整形外科西船クリニック）、萬谷　尚大（船
橋整形外科病院）、梅原　弘基（船橋整形外科 市川ク
リニック）、宮内　秀徳（船橋整形外科クリニック）、錦
織　忠博（順天堂大学医学部附属浦安病院）、髙木　秀
明（船橋二和病院）、樋口　拓哉（タムス浦安病院）、
齊藤　充郎（五井病院）、小野　夕紀子（辰巳病院）、
木本　龍（帝京大学ちば総合医療センター）、髙山　直
紀（夢のまち訪問看護リハビリステーションサテライト
市原八幡）、新井　恭兵（五井病院）、池田　一樹（亀
田総合病院）、田口　崇（成田リハビリテーション病院）、
豊岡　毅（西川整形外科）、秋葉　崇（東邦大学医療セ
ンター佐倉病院）、大山　隆人（西川整形外科）、寺本　
博（東邦大学医療センター佐倉病院）、宮内　守（イム
ス佐原リハビリテーション病院）、松原　真紀（九十九
里ホーム病院）、纐纈　琢磨（小見川あすなろクリニッ
ク）、大曽根　厚人（訪問看護ステーション優輝）、栗
原　靖（城西国際大学）、大杉　紘徳（城西国際大学）、
髙梨　敏弘（いすみ医療センター）、三枝　真也（九十九
里病院）
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INFORMATION

スポーツ現場サポートスタッフ養成セミナー開催

障がい者スポーツ支援部　部長　福　田　大　輝

スポーツ支援部・障がい者スポーツ支援部共催にて行われ、本セミナーを受講すると修了証が発行さ

れます。  
　千葉県理学療法士会へ依頼された、スポーツ現場での活動事業に参加するために必要なセミナーと

なっております。活動例としては高校野球サポートや千葉県障害者スポーツ大会のコンディショニング

サポートがあります。

スポーツ現場に興味がある方は是非ご参加ください。

　

日　　時：2023年６月18日（日）10時～16時

会　　場：千葉保健医療大学　仁戸名キャンパス

定　　員：30名

費　　用：無料

講　　師： 岡田　亨先生（船橋整形外科病院） 
スポーツ支援部スタッフ 
障がい者スポーツ支援部スタッフ

内　　容： スポーツ現場での心得 
サポート活動について 
スポーツ現場での各対応について 
実技（テーピング、運搬方法）等

対　　象：千葉県士会会員で過去に本セミナー未受講の会員（修了証発行済みの会員は対象外）

申込方法：下記URLかQRコードを読み取りの上、参加申し込みをお願いいたします。

申込期限：2023年６月13日（火）

※本セミナーは対面セミナーとなります。

　参加にあたり、上長の許可が必要となります。

〈参加申し込みフォーム〉
https://forms.gle/knyfTHSsLaXn4sp19

〈問い合わせ先〉
障がい者スポーツ支援部　豊岡　E-mail：toyookat@naoso.com
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編  集  後  記

●新年度になって

 ニュース編集部　部長　纐
こう

　纈
けつ

　琢
たく

　磨
ま

暖かい日が続いていますが、皆さまいかがお過ごし

でしょうか。ニュース編集部 部長の纐纈です。会員

の皆さま、いつも県士会ニュースをご覧いただきあり

がとうございます。

さて、今回より巻頭言が田中会長に戻り、『新年度

を迎えて』というタイトルで寄稿していただきました

が、皆さまはどの様な新年度を迎えておりますでしょ

うか？

私は新年度を迎え、また社会の中で新型コロナウイ

ルス感染症の影響が薄まり、色々な事がコロナ前の様

に動き出していることもあり、会議やイベントなどで

予定が埋り、少し疲れ気味の中で日々を送っています。

新年度を迎え新たな環境に身を置いた方も多いかと

思います。この５月６月くらいが入職前の期待と現実

との乖離などから離職率が高くなってくる時期に入っ

てくるそうです。

この文章を読んでくださっている方の中にも少なか

らず、その様な方もいらっしゃるかもしれません。相

談しやすい先輩や上司を見付け、アドバイスを求めて

みては如何でしょうか？また、新たに新入職員を迎え

た方々は新入職員に現状について聞き取りをおこなっ

てあげても良いのではないでしょうか？

せっかく何かの縁で出会えた者同士、少しでもお互

いの気持ちや考えを理解し合い、より良い職場環境を

構築することができるかもしれません。

最後になりますが、拙い文章を最後まで読んでいた

だき、ありがとうございました。

次回のニュース原稿の締め切りは

令和５年６月20日です！

発行人 田　中　康　之
発　行 一般社団法人　千葉県理学療法士会

事 務 局
〒260-0013　千葉市中央区中央 1－11－1
千葉中央ツインビル１号館1005号室
Tel　043－301－3065／Fax　043－301－3066

（電話対応の詳細はHP参照）
Mail　chiba-rpt@crest.ocn.ne.jp

編集部 部長　纐纈　琢磨
　医療法人社団　君津あすなろ会

小見川あすなろクリニック
〒289-0314　千葉県香取市野田280－１
Tel　0478－79－5683／Fax　0478－79－5684
Mail　t.kouketsu@asunarogroup.jp

　 

問い合わせ先

● 千葉理学療法士会ホームページ 
http://www.chiba-pt.org/

● 求人広告のお申込・お問い合わせ 
chiba-rpt@crest.ocn.ne.jp

● ニュース編集部 
部長　纐纈　琢磨 
t.kouketsu@asunarogroup.jp

 
※‌�当県士会ニュースの無断転載・引用はかたくお断りい
たします
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